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2月は世界理解月間です。

世界理解、
それは私達の国を考える事
国際奉仕部門委員長　茂木　正
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２月は世界理解月間です。
　

■ガバナーメッセージ

　1905年のシカゴは経済恐慌により人心はすさ
み、犯罪が多発し、現在と共通するような、憂
うるべき時代でした。
　そんな時、ポール・ハリスは、「絶望的な寂し
さ」から抜け出すために３人の友人と語らい、

「友情を大切にする」クラブとしてロータリーク
ラブを創り、２月23日に第１回目の会合を開き
ました。その日をロータリー創立記念日とし、
世界理解と平和の日に指定しました。

　現在の日本の状況を見ると、北朝鮮問題、北
方領土問題、中国との尖閣諸島問題等、世界理
解と平和には程遠い現状にあります。
　尖閣諸島問題で中国人学生がデモをしている
ニュースをテレビで見た妻が、ロンドンにいる娘
に電話で、「中国の人はずるいから仲良くしたら
だめよ」と言ったら、娘から「お母さん何を言っ
てるの、中国の留学生は頭もいいし、問題意識も
しっかりしているし、これからは中国を無視する
ことは出来ないのよ」と言われたそうです。

『平和を促進する大切な活動』
ガバナー　西川　武重郎

　2011学年度の米山奨学生応募書類審査をして
いて、私もそのことを強く感じました。申込者
45名中26名が中国の学生です。そして、しっか
りとした問題意識を持ち、どのようにして社会
に貢献していくかという目標を持った学生が多
くいました。
　公式訪問の時「中国の学生を米山奨学生に選ぶ
べきではない」という意見が多く出ましたが、私
はその意見には反対です。中国でも「ロータリー
の心」を持った米山学友が、日本と中国の友好を
目的に学友会を創っていることをもっと認識す
べきだと思うのです。

　ポール・ハリスが「世界の若者がロータリーの
交換留学生になったら、世界から戦争がなくな
るだろう」と言われましたが、私たちロータリア
ンが行っている新世代のための活動は、世界理
解と平和を促進する大切な活動なのだというこ
とをもっと誇りとすべきだと思うのですが、皆
様はどうお考えでしょうか。

2010 年12月18日、左は立原エレクト
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―幸せな未来を創るために―� 利他のこころで行動しよう
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■世界理解月間について

 世界理解、それは私達の国を考える事
国際奉仕部門委員長　茂木　正（本庄）

　平素は国際奉仕部門の活動に対して、皆様のご理解

とご協力を賜り感謝致しております。私達の国際奉仕

活動は、ともすると経済的な援助をすれば良い、して

あげれば良いという風に捉えられがちですが、まずは

対外的な援助支援というところから脱却したいと考え

ています。

　私達を取り巻く世界の環境は、日本一国が単独で生

き抜いていけるほど単純なものでない事は御承知の通

りです。他国と同調し、また開発途上の国々に手を差

し伸べ、一緒に生き抜いていかなければ日本の将来は

在りません。

　私たちの活動を通じて日本の

青年達には他国の現情を把握さ

せ、自分達の在り方を考え自覚

してもらう事です。他国の青年達には日本や世界の実

情を理解して頂けるようなところに繋げて世界と言う

輪の中に入って頂くのです。そうした活動こそが世界

理解を推し進めるロータリーの本質的な活動であると

確信しております。

　今から数十年昔には私たちの日常生活において、身

の回りには外国の方々はほとんど居ませんでした。ま

た地域にも住んでいる外国人は少なかったと思いま

す。果たして今はどうでしょうか。また周辺国との問

題、尖閣諸島、北方領土問題など、諸外国と厳しい認

識と実行が求められる時代になっています。

2010 年日豪青年交換、オーストラリア訪問団
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　私達の育ってきた戦後と言う時代は、敗戦の中から

立ち上がり世界第二と言われる経済国を創り上げる事

が出来ました。しかし現在日本の置かれている状況は

どうでしょうか。世界をリードしていると言われるア

ジアの中で日本は唯一蚊帳の外です。慢性化したデフ

レと円高。 IMFによると22年の日本の実質経済成長

率は2.8％、世界の平均は4.8％、アジアは8.0％です。

こうした事があと10年続くとしたら、その結果日本に

は仕事が無くなり老人だけが溢れる国になってしまい

ます。私達の活動はそうした将来を見据えて世界規模

での発展を期す事に繋げる基礎の活動です。

　世界を理解する、諸外国と外国の人々を理解するこ

と、それは自分達の在り方を考える事、私達の国を考

える事です。日本という国を発展させるべく地域や家

族を思う事です。私達ロータリークラブの活動は、世

界理解を推し進め、それによって自分達の国の在り方

や将来までをも考えていく事です。私達は日本の現状

を嘆く事なく、これからの日本を見つめる事が一番必

要とされる今だからこそこうした活動を推し進めてい

きたいのです。

　過去において多くの困難を私達の先人の皆様は克服

されてきました。むしろ私達より過去の方が大変で

あったと推察されます。私達に託されていった多くの

先人の思いに応えていく事、それを世界理解と言う舞

台で具現化する事が求められます。そしてそれが私達

の生きていこうとする世界と結んでいってくれる近道

でもあります。

　世界理解月間に際し会員皆様方の更なるご指導ご協

力によって、この活動が世界社会の発展に留まらず、

私たちの会社や地域や国を良くするということに繋げ

ていきたいと強く願っております。今後ともどうぞ宜

しくご指導を賜りますようお願い申し上げます。

2010 年度、福島 PG、髙橋 PGご夫妻をお迎えしての日豪 SAYONARA パーティー

NEPALドリラマ村学校建設の村で子供達と	 遥かかなたの学校建設の村への道、徒歩でしか行けません	 学校建設の現場に集まって来た子供や村人達
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３．第2570地区の世界社会奉仕

　当地区では、1988－89年（岡ガバナー年度）より、R.I

第3790地区（フィリピン・ルソン島北東部）の貧困地

域に対し〔環境保全プロジェクト〕として、深井戸建

設（生命の泉・１本７万円）資金及び貧困学生への学業

支援を、1998－99年（本塚ガバナー年度）までの11年

間で、金額にして計4,092万円を支援してきました。

　これを年度別（ガバナー年度）に記すと、岡年度＝

126万円、森年度＝221万円、飯野年度＝448万円、今

泉年度＝434万円、田中年度＝455万円、金子年度＝

434万円、大館年度＝420万円、寺山年度＝469万円、

本塚年度＝301万円でした。

　R.I第3790地区への支援終結のあと、地区国際奉仕

部門で研究・検討のため一年間休んだ後、2000－01年

（高橋年度）から〔環境保全プロジェクト〕として、特

定非営利活動法人「難民を助ける会」を通じて、アフ

ガニスタン・カブール州の「地雷除去活動資金」の支

援（一人年間1,000円）を始めました。

　高橋年度に323万円、次の小池年度は150万円（年間

500円）、以降、牛窪、高山、橋田、野中年度と続きま

した。

１．世界理解月間
（World Understanding Month）

　ご存知のように、1905年（明治38年）２月23日はロー

タリーの創始者ポール・ハリスが友人３人と最初に会

合をもった日です。この2月を特別月間として「世間

理解月間」に指定され、同月間中、各クラブには世界

平和に不可欠なものとして、国際理解と親善を特に強

調するクラブのプログラムと活動を実施し、とりわ

け、「世界社会奉仕（W.C.S）を中心としたプログラム

を行うよう要請されています。（1992年、規定審議会）

２．世界社会奉仕
（World Community Service）

　世界社会奉仕（World Community Service）とは、

文字通り海外に向かっての社会奉仕であり、ロータリ

アンは、W.C.S.を通じて世界の人々の生活を改善し、

人々のニーズに応える、いろいろなプロジェクトの実

施を求められています。

■国際奉仕（ミャンマー）

 ロータリーの第一テーマ、
 「超我の奉仕」
パストガバナー　鈴木　勲二（和光）

写真上：2009 年 4月、「今泉記念ビルマ奨学会」総会にて、右が今泉清詞 PG
写真左：2006年12月、ミャンマー・パゴー市の寺子屋訪問
	 三人の中央が金子幸夫世界社会奉仕委員長、その左がご夫人
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　一方、〔識字率向上プロジェクト〕として、書き損

じハガキ、未使用テレカなどを収集しそれらを換金し

て、識字率の高い国・地域に対して〔学舎＝寺子屋〕

を建設する〔世界寺子屋運動〕に参加しました。

　当初は、「日本ユネスコ協会連盟」を通じていまし

たが、目に見える支援をいうことで、第2770地区・大

宮RC会員の「さいたまユネスコ協会」本多隆会長を通

じて、識字率の高い「ネパール冠名寺子屋建設」に切

り替え、地区委員会が、本多会長と共に現地に赴き、

開校式に参加し、直接、支援金を手交しました。

　また、小池年度から、地区内で、個人の立場で推進

している「ネパール就学里親制度」にも、約400名の方

が支援されています。

　このほか、特筆すべき点は、牛窪年度で「ロータ

リー 財 団 」の「マッチングランド（ 旧 名、 同 額 補 助

金）」を活用して、R.I第3340地区（タイ）の農村地域の

学童に対し、1,260台の自転車を贈ったことです。

　識字率の高いタイでは、学童は学校までの数マイル

（約８キロ）の道のりを、サンダルを購入する余裕も

なく、裡足で通学している実情を救うための支援で、

贈呈式には、牛窪ガバナー等、当地区から３名が、現

地ガバナーとともに、全行程に参加しました。

４．「超我の奉仕の人」今泉パストガバナー

　ご存知のロータリーの第一テーマ「超我の奉仕」は、

他人のために尽くす意義と重要性を掲げております。

　今泉清詞PGは、今から67年前の昭和19年（1944年）、

当時のビルマ・インパール作戦に兵として参加され、

敗戦直前のため孤立無援の状況下、アッサム地方特有

の雨量の多い中、飢餓と悪病と銃弾に見舞われ、戦友

たち19万人が戦死。紙一面の差で生
い の ち

命長らえて帰国。

　ビルマ（現ミャンマー）は、戦場となり物心両面に

わたって甚大な被害を被ったにも拘わらず、その後、

鎮魂のために再び訪れたミャンマーで、親切に迎えて

くれた現地の人々。

　その恩に報いるため、これからミャンマーのリー

ダーになるであろう、日本への留学生１人当たり、年

額、数十万円の奨学金支援を、年間10人に対して今

泉PGが個人としてなされ、平成元年４月（1898）に、

「今泉記念ビルマ奨学会」を設立されました。

　以後、19年間に亘り、計190名のミャンマーの学生

に対し続けてこられたことは、まさに「ロータリアン

の鑑
かがみ

」であり、「超我の奉仕」の実践者として、地区内

外の誰からも尊敬されています。

　多年に亘り、日本とミャンマーとの友好の架け橋と

なっておられる今泉PGの偉業に対し、心から賛辞を

呈するものであります。

写真左：2002年3月、第3340地区（タイ）小学校での自転車贈呈式の模様、（上）講堂（下）校庭
写真上：2006年12月、ヤンゴン市内の寺子屋訪問



� GOVERNOR’s  MONTHLY  LETTER  No.8 (1st February 2011)

　去る12月4日（土）13時より、坂戸市文化施設「オル

モ」にて、2011 ～ 2012年度派遣予定のロータリー財

団国際親善奨学候補生、第２回オリエンテーションが

開催されました。

　今泉奨学学友副委員長の開会に続き、松本学友委員

長による出席者紹介。そして西川ガバナーの奨学生に

対する激励の言葉を戴き、小池部門委員長により財団

への寄付の要請、財務報告、補助金実施状況、又ポリ

オの発生状況について、特にタジキスタンに458件の

発生に注目すべきであるとの報告がありました。

　引き続き学友西帯野なぎささんの「オリエンテー

ション 」の心 構 えについてアドバイスがあり、 その

後、奨学生による派遣先での準備としてテーマ「日本

を語る」と題して各10分間のスピーチがありました。

　本年度の奨学候補生は、工藤聖彦さん（入間）、望

月里紗さん（狭山）、田邉信さん（和光）の３名です。

　更に、学友の菅谷聡子さん、山本麻里美さん、井川

麻里子さんにらが、留学への抱負と題してそれぞれの

心構えや経験談の帰国報告があり、最後に学友手塚隆

司君の講評、特にスピーチの内容について「相手が興

味をもつ内容に一層深める必要がある」、又「ロータ

リー会員の労力に対して心を留める必要がある」との

真剣なアドバイスがありました。

　13時 より17時 迄 の長 時 間 のオリエンテーションの

後、場所を移し和やかに親睦会を開き、散会となりま

した。

 奨学生、テーマ「日本を語る」
Ｒ財団部門担当・副幹事　高野　邦夫（志木）

写真上：Ｒ財団奨学学友委員長　松本　光司	 下：副委員長　今泉　博 Ｒ財団部門委員長　小池　貞作

■ロータリー財団国際親善奨学候補生第２回オリエンテーション
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西帯野　なぎさ 菅谷　聡子（帰国報告）

工藤　聖彦（奨学候補生） 望月　里沙（奨学候補生） 田邉　信（奨学候補生）

井川　麻里子（2010 ～ 2011オーストラリア） 手塚　隆司（学友） 山本　麻里美（学友）
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■ローターアクト年次大会

社会貢献をコンセプトに
アクト副委員長　武藤　典夫（志木）

　12月12日（日）、22回目の年次大会が、ローターア

クトクラブ全国発祥の地、川越RAC東京国際大学（東

京商科大）にて、川越ローターアクトクラブ、淑徳大

ローターアクトクラブをホストクラブとして、西川ガ

バナー、野口部門委員長、大野地区幹事が参加し盛会

に開催されました。

　昨年は「地域福祉」を掲げ、地域連携による不登校

予防プログラムで構成されておりましたが、今年の大

会テーマは「共生」。「ローターアクトに期待する」と

題し淑徳大の田辺先生の基調講演がありました。

　当地区の活動は福祉をテーマに掲げて活動していま

すが、助け合い、他の人へ尽くすと言う事はとても大

切な考え方と思います。

　近頃の社会は人のため、思いやり、助け合いという考

え方など遠くへ追いやられ、自己中心的で自分がよけれ

ば、と思う気持の人が多くなっているように思います。

　今大会は地域福祉を考える中、困っている人へ手を

差し伸べる社会貢献の意義について語り合う有意義な

一日だったと思います。

　本家ロータリークラブとしても考えなければならな

い事ですが、次世代の若い担い手であるアクトの皆さ

んが、社会貢献を大会コンセプトにしている事に安堵

も感じる大会だったと報告できます。

　終わりに、今大会内容のように、「利他の心」の社

会的意義を大切に継承していくためにも、減少気味の

インター、ローターアクトクラブの増強使命も忘れて

はならない事と感じました。
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■米山クリスマス会

　去る、12月12日（日）川越「東武ホテル」に於いて17

時より西川ガバナー、高橋福八パストガバナーを迎

え、各クラブカウンセラー、地区役員38名、奨学生、

卒業された学友７名を含め、66名で奨学生の企画・演

出による「感謝の集い」が開催されました。

　恒例のクリスマス会は、奨学生たちがロータリアン

に感謝の気持ちを伝えたいと毎年行っているものです。

当日は、開会の3時間も前から集合し、打ち合わせ、飾

り付け等も自分たちで行い、皆様を迎えました。

　朴恵子さんのウエルカム演奏、韓準祐さんの開会の

ことばに続き、奨学生全員の合唱で始まりました。

　加藤玄静直前ガバナーも「ワイン」のプレゼントを

抱えて登場され、卒業生の自己紹介と現況報告の後、

ゲームやプレゼント交換で盛り上がりました。最後

は、 キャンドルサービス後、 恒 例 の「 手 に手 つない

で」の合唱でお開きとなりました。

　奨学生の中から、「いつもX'masは独りで過ごして

いたが、素晴らしい仲問が多勢いることを実感した」、

カウンセラーの皆様方からは、「楽しい一時を過ごす

ことができクラブの例会と違い米山に貢献している自

分を再認識することができた」等の感謝のことばを頂

きました。我々地区役員も皆様方のご協力ご指導に感

謝し、今後とも継続して行かれることを希望して、ご

報告と致します。

第2570地区米山奨学部門委員会一同

↑　開会のご挨拶「西川武重郎ガバナー」
　　奨学生全員の合唱　↑

お約束の「手に手つないで（生演奏）」お疲れ様でした

奨学生の企画・演出による「感謝の集い」
米山奨学部門委員長　大澤　衞（和光）
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●ブライダルパーティーと相談日
　2570 地区〈ブライダル委員会〉がスタートしてから、4 年

目を迎えています。（前委員長が立ち上げ軌道に乗せる）

　今年度は年間 2 回の「ブライダルパーティー」と、月1 回

の相談日を設けました。

　スタートしてから現在まで、登録者がパーティー会場でお

互いを見初め、4 組のカップルが誕生しています。そして今

「先日のパーティー」も含め 2 組の方々が結

婚を前提にした、お付き合いが進行中です。

　今年度・第 1 回目の「ブライダルパーティー」

は、志木駅近くの「ベルセゾン」で行われま

した。

　参加者は 33 名（男性 17 名、女性 16 名）

の出席を頂きました。会場の雰囲気が「優雅

でおしゃれ」だった為か、イメージしたより

素敵な出会いの場になったと思います。

　アンケートによると「とても良かった」、「楽

しかった」との記入が 5 件もありました。

■職業奉仕部門合同委員会

職業倫理を高めること目的に
職業奉仕委員長　中里　協弘（東松山）

　今年度橋本正彦部門委員長は、ロータリーの金看板

である職業奉仕の各グループで集まって勉強会を行

い、職業奉仕が何なのかを考え、四つのテスト、ロー

タリーの網領等をバイブルとし、職業倫理の向上に向

かって各委員の職業で実践して頂きたいと訴えました。

担当諮問委員、石川嘉彦氏に基調講演を頂きました。

　国際ロータリーの現在と1905年当時との105年間に

大きな変化がみられます。特に2010年～ 13年の定期

計画の中で中核となる価値観「奉仕、多様性、高潔

性、フェローシップ、リーダーシップ」があります。

　ロータリークラブとは一人一業種で選ばれた職業人

で職業奉仕の実践と職業倫理を高めることを主な目的

にした団体であります。「最もよく奉仕する者最も多

く報われる」、他の人に対する奉仕と違い、自分自身

に対する奉仕であると共に、企業として他に対する責

　次回は２月 20 日（日）、前回と同じベルセゾンです。

　登録されている方、これから登録される方も奮ってご参

加下さい。登録される方を募集しています。

　各クラブの会員の皆様の、未婚の家族の方、そして周囲

の推薦できる未婚の方をご紹介下さいますよう、お願い致

します。

任と奉仕ということです。即ち企業は社会性、公共

性、公益性という社会的責任を負っています。

　職業奉仕について思う存分検討し意見を交換し勉強

をしていきましょうと結んでおります。５グループ意

見交換に13名参加しました。
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　志木ロータリークラブへの公式訪問は、
例会場を志木市民会館パルシティに移動
して12月１日水曜日に開催されました。
　 志 木ロータリークラブは、 ガバナーの
所属クラブであり、顔馴染みを前にして
の卓話は話しにくいとしながらも、その
姿は代役の利かない、53クラブの公式訪
問を終えて凱旋した、「利他の心」の伝道
者でした。卓話は、物質文明に埋没した
奉仕の心、自分さえ良ければ良いとする
自己中心的な考え方から、人の為に役に
立ちたい、人様に喜んでもらいたいとす

る西川ガバナーの本年の地区テーマ「利
他の心で行動する」を懇切丁寧に語りか
けるものでした。
　西川ガバナーが18年前に当クラブに入
会された直後にクラブ会報に掲載された
西川ガバナーの手記が披露され、会場か

らは、18年間少しもブレていない、入会
当初からガバナーの資質があったと、拍
手喝采がおきました。
　例会終了後、慰労会が催され、西川ガ
バナーの入会当時からクラブ幹事、クラ
ブ会長時代までの話で盛り上がりました。

志木
ロータリークラブ
会長　吉野　幸泰
幹事　林　泰雄

■ガバナー公式訪問

●第３回諮問委員会
　2010 年 12 月 18 日、新座市「ベルセゾン」にて、第３回

諮問委員会が開催されました。

　今回は、本会終了後に立原ガバナーエレクトの激励会が

開催され、歴代パストガバナーがご夫妻で参加、華やかな

演奏会なども催され、立原エレクトご夫妻を暖かく激励しま

した。



1� GOVERNOR’s  MONTHLY  LETTER  No.8 (1st February 2011)

表　彰

小林　熊二
（熊谷RC）

関本　幹雄
（川越RC）

萩原　博
（和光RC）

１ 回

米山功労者

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

１ 回

山口　茂
（熊谷南RC）

新入会員のご紹介

（川越西RC）

大原　健治
株式会社　原　一
（紹介者）萩原　忠彦

（本庄南RC）

大森　伸治
亜衣美

（紹介者）堀口　孝利

立原　雅夫
（川越RC）

２ 回 ３ 回

上野　光男
（朝霞RC）

ポール・ハリス・フェロー

岩堀　和久
（川越RC）

４ 回 ４ 回

木島　一也
（熊谷RC）

２ 回

笠松　猷一
（川越RC）

４ 回

今泉　博
（川越RC）

５ 回

牛窪　佐太郎
（川越RC）

７ 回

馬場　常正
（川越RC）

13 回

宮前　英雄
（皆野・長瀞RC）

（本庄南RC）

坂本　正和
（有）栄進工業
（紹介者）阿奈　靖雄
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２・３月のスケジュール

クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川越 3 86.6	 84.1	 85 84 0 0 1 2 0 -1 0

東松山 3 72.5	 72.8	 34 35 0 0 1 0 0 1 1

小川 3 83.3	 76.0	 11 11 0 0 0 0 0 0 1

坂戸 3 95.7	 91.7	 24 25 0 0 2 1 0 1 0

越生毛呂 4 82.7	 80.1	 27 27 0 0 0 0 0 0 1

川越小江戸 3 100.0 94.0	 17 16 0 1 0 1 -1 -1 0

川越西 4 75.7	 74.8	 17 14 0 2 1 4 -2 -3 1

鶴ヶ島 4 73.0	 75.5	 30 28 0 1 0 2 -1 -2 3

川越中央 3 80.6	 80.9	 31 32 0 1 2 1 -1 1 0

坂戸さつき 4 81.0	 73.0	 21 22 0 0 2 1 0 1 5

東松山むさし 4 91.5	 86.2	 34 35 0 0 1 0 0 1 3

小 計 83.9	 80.8	 331 329 0 5 10 12 -5 -2 15

朝霞 3 100.0	 100.0	 35 35 0 0 0 0 0 0 0

ふじみ野 4 89.8	 86.7	 16 16 0 0 0 0 0 0 0

志木 4 95.1	 94.8	 50 50 0 0 0 0 0 0 0

富士見 4 79.3	 84.9	 45 42 0 0 0 3 0 -3 0

新座 4 90.2	 87.7	 27 28 0 1 2 1 -1 1 3

和光 4 93.2	 91.9	 19 20 0 0 1 0 0 1 1

朝霞キャロット 3 91.7	 91.0	 11 12 0 0 1 0 0 1 0

志木柳瀬川 3 93.3	 92.6	 12 11 0 0 0 1 0 -1 4

新座こぶし 4 95.3	 95.5	 15 16 0 0 1 0 0 1 3

小 計 92.0	 91.7	 230 230 0 1 5 5 -1 0 11

入間 3 80.3	 82.8	 45 45 0 0 1 1 0 0 1

所沢 3 87.7	 83.3	 60 59 0 0 0 1 0 -1 4

飯能 4 88.6	 91.3	 58 57 0 0 0 1 0 -1 0

狭山 4 100.0	 100.0	 22 20 0 2 0 2 -2 -2 1

新所沢 3 87.8	 83.9	 28 26 0 2 0 2 -2 -2 1

日高 3 91.3	 85.1	 23 28 0 0 5 0 0 5 4

所沢西 2 95.1	 93.1	 43 43 0 1 1 1 -1 0 1

新狭山 3 97.1	 92.1	 26 26 0 0 0 0 0 0 0

所沢東 3 90.3	 87.4	 38 39 0 0 1 0 0 1 3

入間南 3 96.2	 90.8	 35 35 0 0 0 0 0 0 0

所沢中央 3 91.4	 89.4	 37 36 0 1 1 2 -1 -1 0

狭山中央 3 82.9	 81.5	 32 32 0 0 0 0 0 0 5

小 計 90.7	 88.4	 447 446 0 6 9 10 -6 -1 20

深谷 3 81.2	 73.8	 58 58 0 0 0 0 0 0 8

本庄 3 79.0	 83.2	 67 67 0 0 0 0 0 0 7

秩父 3 84.1	 77.9	 52 52 0 0 0 0 0 0 0

寄居 3 82.4	 84.4	 35 36 0 0 1 0 0 1 1

児玉 3 66.7	 68.7	 12 12 0 0 0 0 0 0 0

岡部 3 85.0	 84.3	 18 18 0 0 0 0 0 0 2

深谷東 4 70.0	 69.9	 64 69 0 1 7 2 -1 5 0

上里 3 75.0	 85.4	 8 8 0 0 0 0 0 0 0

川本 2 100.0	 93.8	 12 12 0 0 0 0 0 0 0

皆野・長瀞 3 87.0	 86.5	 17 18 0 0 1 0 0 1 3

本庄南 3 80.0	 84.7	 20 20 0 0 0 0 0 0 0

深谷ノース 3 85.2	 76.2	 36 36 0 0 0 0 0 0 0

小 計 81.3	 80.7	 399 406 0 1 9 2 -1 7 21

熊谷 4 80.6	 79.7	 89 91 0 0 4 2 0 2 3

行田 4 76.4	 79.6	 54 55 0 1 4 3 -1 1 2

羽生 3 89.2	 78.9	 36 38 0 0 2 0 0 2 2

加須 4 88.4	 83.4	 37 38 0 0 1 0 0 1 1

熊谷西 3 82.2	 84.5	 21 21 0 0 0 0 0 0 1

行田さくら 3 71.9	 77.3	 39 39 0 1 1 1 -1 0 0

熊谷東 4 93.9	 93.1	 33 33 0 0 0 0 0 0 2

吹上 4 91.6	 92.3	 12 12 0 0 0 0 0 0 0

熊谷籠原 4 92.6	 89.7	 27 27 0 0 0 0 0 0 0

熊谷南 4 63.4	 71.6	 28 28 0 0 0 0 0 0 1

小 計 83.0	 83.0	 376 382 0 2 12 6 -2 6 12

クラブ会員数
86.0 84.7

1783 1793 0 15 45 35 -15 10

女 性 会 員 数 77 79 0 0 3 1 0 2

女
性
会
員

本
年
度
純
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数
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出席率・会員数報告
 ２月
5 土 Ｒ財団奨学生合同オリエンテーション

第４回諮問委員会
11 金 全国ローターアクト研修会（大宮ソニックシティ）
12 土 　　〃

ＧＳＥ激励会
19 土 第 4 Ｇ・ＩＭ

第 3 回財団オリエンテーション
20 日 ブライダル「パーティー」
25 金 第２回 PETS
26 土 第 5 Ｇ・ＩＭ
27 日 米山奨学生終了式

 ３月
5 土 第 3 Ｇ・ＩＭ

ＧＳＥチーム出発 
12 土 日豪訪問チーム出発（27 日帰国）

第２回社会奉仕部門セミナー
13 日 朝霞キャロットRC20 周年
15 火 行田さくら RC35 周年
19 土 国際親善奨学生第 1 次選考試験

職業奉仕部門セミナー
26 土 青少年交換スプリングセミナー

ＧＳＥ　オーストラリアチーム来日
27 日 青少年交換スプリングセミナー

訃　報
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　中爪から能増、そして寄居町の県道

296号と184号の交差点「今市地蔵前」に

至る街道筋も、繋がった一本の道路とし

ては特定することができません。奈良梨

の路上に散在する馬頭観音①等が往時を

しのばせます。

第
８
回　

小 

川

　奈良梨交差点から北北西に300ｍの

普賢寺北側には天王原掘割状遺構②③、

そして伊勢根掘割状遺構④、能増掘割

状遺構⑤と、断片的ではありますが、里

山や畑の合間に遺構が残されています。

　小川町の案内によりますと、「八和田地

内には市野川とほぼ並行するように鎌倉

街道上道が走り、今も良好な掘割状の

道の遺構が３か所に残されています」と

ありますが、800余年、人の通ることの

無くなった街道跡は若木の木立に覆われ

ています。

　信号「能増」から「今市地蔵前」に至る

道 筋は定かではありません。この今市

地区は、荒川を渡る手前の宿場町として
北条政子（ほうじょう　まさこ）
鎌倉幕府を開いた源頼朝の正室。

　田畑や里山が散在する小川町の中爪から奈良梨、伊勢根を通り、

能
のうます

増へ。ここからは県道184号を北上し、寄居町の今市へと至ります。

　この区間はどうやら「幻の鎌倉街道」のようです。寺社や地蔵の存在

から、かつて戦場となっていたのではないかと思ったりもします。小川Ｒ

Ｃの皆さんの中にその謎をご存知の

方がいらっしゃるかも知れません。

栄えていました。その今市地蔵⑥（地蔵

菩薩立像）は３ｍ余の木製の大きな立像

で、北条政子が作らせたという言伝えが

ありますが、寄居町によりますと、室町

時代の作とされています。

④

①

② ③

⑤ ⑥


